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観光入込客数250万人を目標に設定
　観光の振興は、交流人口の拡大につながるだけでなく、消費
活動も活性化させ、観光関連産業のみならず、地域全体の産業
にまで広く波及効果をもたらすため、地域の活性化と雇用の拡
大を図る上で重要な施策となっています。
　訪れた人たちを、自信と誇りを持って結の心あふれるおもて
なしで迎えるなど、観光振興に取り組むことで、「住み続けた
いまち、住みたくなるまち　結の故郷越前おおの」を実現でき
るものと考えていますので、市民の皆さんや事業者の皆さんの
理解と支援、協力をお願いします。

項目 基準値 目標値
（平成33年）

観光入込客数 （平成27年）
207万2000人 250万人

宿泊客数 （平成27年）
　11万1000人 　15万人

観光消費額推計
（日帰り客１人当たり）

（平成28年）
2547円 5000円

平
成
29
年
度
か
ら
５
カ
年
の
計
画
を
策
定

　

市
で
は
、
観
光
の
推
進
に
向
け
て
平
成
24
年
３
月
に「
越
前
お
お
の
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
」を
改

定
し
ま
し
た
。

　

改
定
後
の
５
年
間
は
、
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
さ
ま
ざ
ま
な
観
光
施
策
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、将
来
の
高
速
交
通
体
系
の
整
備
や
福
井
国
体
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
見
据
え
、

さ
ら
な
る
観
光
振
興
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
29
年
度
か
ら
の
５
年
間
を
計
画
期

間
と
し
て
新
た
に「
越
前
お
お
の
観
光
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　

ビ
ジ
ョ
ン
は
、
目
標
達
成
に
向
け
て
基
本
理
念
の
下
に
５
つ
の
基
本
戦
略
と
15
の
基
本
方
針
を

定
め
ま
し
た
。
ま
た
、
基
本
戦
略
の
達
成
状
況
を
具
体
的
に
測
る
た
め
、
３
点
の
目
標
数
値
を

掲
げ
て
い
ま
す
。

問　

商
工
観
光
振
興
課
（
☎
64
・
４
８
１
６
）

～磨き輝かそう大野の宝、もてなそう結の心で～

目標数値

平
成
29
年
度
か
ら
５
カ
年
の
計
画
を
策
定

越
前
お
お
の
観
光
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
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地域資源の魅力の向上
　基本方針①地域資源の総ブランド化の推進
　　　　　②天空の城「越前大野城」に続く新たな観光素材の発掘
　　　　　③湧水や朝市、地域に根付く伝統文化の保存、継承

基本戦略１

おもてなし力の向上
　基本方針④心地よくお迎えする「もてなしの心」の醸成
　　　　　⑤観光コンシェルジュの育成と市民のおもてなし力向上
　　　　　⑥景観の保全、美化活動の促進とわかりやすいサインの導入

基本戦略２

魅力の発信力と情報収集力の強化
　基本方針⑦観光関係団体と連携した出向宣伝と情報発信
　　　　　⑧ホームページやＳＮＳを活用した、口コミ情報の充実と提供
　　　　　⑨観光ニーズなど旬の情報収集と活用

基本戦略３

周遊・滞在型観光の推進
　基本方針⑩ゆっくりと癒されるまちなか観光の推進
　　　　　⑪自然を満喫する越前おおの型エコ・グリーンツーリズムの推進
　　　　　⑫四季折々の魅力を活かした観光地づくり

基本戦略４

広域観光交流の拡大
　基本方針⑬大野・勝山・永平寺周遊・滞在観光推進エリア創出計画の実施
　　　　　⑭ゆかりのある地域との観光連携の推進
　　　　　⑮国際観光の推進

基本戦略５

基本理念 ～磨き輝かそう大野の宝、もてなそう結の心で～
　これまで磨き上げてきた人、歴史、文化、伝統、自然環境、食などの地域資源を鍛えることや、
新たな地域資源を発掘し磨くことを通じて「結の故郷　越前おおの」の魅力をさらに引き出
すとともに、結の心あふれるおもてなしで訪れる人とのふれあいと交流を深めることで、まち
の賑わいをさらに高め、住んでいる人の笑顔であふれる、観光客が何度も訪れたくなる「結の
故郷　越前おおの」を目指します。

うぐピー

うめピー

ゆいピー

かめじろう

みずのめぐみん
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5月12日は「民生委員・児童委員の日」です

　民生委員・児童委員は、定められた担当区域で高齢者などの見守りや安否確認、子どもたちへの登下
校時の声掛けなどを行っています。
　民生委員は、児童福祉法に定められた児童委員を兼ねています。子どもや子育てに関する支援を専門
に担当する主任児童委員もいます。
　地域住民の立場に立って、生活上の心配ごとや悩みごとなどさまざまな相談に応じ、相談内容によっ
て必要な支援が受けられるよう専門機関へのつなぎ役になります。
　生活上での困りごとがあるときは、担当区域の民生委員・児童委員に気軽に相談してください。秘密
は固く守ります。

－民生委員制度は創設100周年を迎えました－

　大野市民生委員児童委員協議会は、100人の委員で構成され、見守り活動や相談への対応以外にも、地
域交流や研修活動をしています。また、福井県では1852人、全国では約23万人が活動しています。

民生委員・児童委員は地域の見守り役、地域住民の身近な相談相手、専門機関へのつなぎ役

大野市民生委員児童委員協議会
ではこんな活動をしています

児童を対象に座禅体験を開催

福祉施設の祭りに参加協力

児童センターと連携し、木工教室を開催

高齢者を対象にお菓子作り教室を開催 市街の知的障害者施設を視察研修

問　福祉こども課（☎64・5142）

これからも地域とともに
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４
月
か
ら
結
と
ぴ
あ
内
に
開
設

大
野
市
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

募集内容　子育て支援に関する法人・団体などの広告
掲 載 誌　市で年１回発行する「子育て支援情報誌」
掲 載 数　６枠（ただし、１法人・団体で１枠とする）
広告サイズ　縦13㌢×横17㌢
掲 載 料　１枠１万円
募集締切　５月19日金
問　福祉こども課（☎64・5142）

子育て情報誌に掲載する広告を募集中

例えば、こんな時・・・
　

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や

相
談
に
応
じ
る
総
合
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
し
た
。
保
健

師
や
保
育
士
な
ど
が
あ
な
た
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、

一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
守
り
ま
す
。

問　

福
祉
こ
ど
も
課
（
☎
64
・
５
１
４
２
）

開設日時　月～金　午前８時30分～午後５時15分
　　　　　※土日祝日、年末年始は休み
開設場所　結とぴあ（有終会館）内

専
門
家
が
あ
な
た
を
サ
ポ
ー
ト

●
妊
娠
期

・
妊
婦
健
診
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い

・
出
産
で
入
院
中
、
上
の
子
ど
も
の
面
倒
を
見
て

　
く
れ
る
人
が
い
な
く
て
心
配

・
高
齢
で
初
め
て
妊
娠
し
た
が
、
出
産
に
不
安
を

　
感
じ
る

・
思
い
が
け
な
い
妊
娠
を
し
た

・
妊
娠
し
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
相
談
で
き
ず
に

　
い
る
　
な
ど

●
子
育
て
期

・
子
育
て
が
楽
し
く
思
え
な
い
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て

　
子
ど
も
に
あ
た
っ
て
し
ま
う

・
子
ど
も
の
発
達
が
気
に
な
る

・
乳
幼
児
健
診
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い

・
予
防
接
種
の
受
け
方
が
分
か
ら
な
い

・
離
婚
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
こ
と
が
心
配

・
市
の
子
育
て
支
援
策
を
教
え
て
ほ
し
い
　
な
ど

予防接種の受け方について相談をする親子
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越
前
お
お
の
健
康
づ
く
り
計
画

第
三
次
健
康
お
お
の

を
策
定

生
涯
現
役
『
大お

お

の

び

と

野
人
』
を
め
ざ
そ
う
!!

　

市
で
は「
越
前
お
お
の
健
康
づ
く

り
計
画「
第
三
次
健
康
お
お
の
21
」

（
計
画
期
間
平
成
29
年
度
〜
33
年
度
）

を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
市

民
が
、
元
気
で
心
豊
か
に
、「
生
涯
現

役　

大
野
人
」を
目
指
せ
る
よ
う
健

康
づ
く
り
を
推
進
す
る
計
画
で
す
。

　

計
画
で
は　
「
運
動
」「
食
事
」「
た

ば
こ
」「
休
養
・
こ
こ
ろ
」「
歯
・
口
腔
」

の
５
つ
の
推
進
項
目
を
柱
に
具
体
的

な
目
標
値
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
平

成
33
年
度
の
目
標
値
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。
今
後
医
師
会
・
歯
科
医
師

会
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
協
力
し

な
が
ら
、
計
画
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
計
画
に
基
づ
い
た
講
座
を

開
い
て
い
ま
す
。
生
涯
学
習
課
で
実

施
し
て
い
る「
わ
く
湧
く
お
届
け
講

座
」の
メ
ニ
ュ
ー
に
入
っ
て
い
ま
す

の
で
興
味
の
あ
る
人
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

問　

健
康
長
寿
課（
☎
65
・
７
３
３
３
）

運動1
運動を習慣にする人を増やす 目標値

①週１回以上運動する人を増やす
　※週に１回以上運動している人の割合

45㌫以上

②適正体重の人を増やす
　※ＢＭＩが25以上の人の割合

男25㌫以下
女12㌫以下

③20～ 30歳代女性のやせの人を減らす
　※ＢＭＩが18.5 以下の人の割合

20㌫以下

食事2
食事の取り方に配慮する人を増やす 目標値

①塩分摂取量を減らす
　※塩分を多く含む食品を取る人の割合

15㌫
以下

②甘い飲食物を多く取る人を減らす
　※甘い飲食物を多く取る人の割合

30㌫
以下

③緑黄色野菜を毎日食べる人を増やす
　※緑黄色野菜を毎日食べる人の割合

55㌫
以上

④栄養バランスなどに配慮した食生活を
　送る人を増やす
　※栄養バランスに配慮した人の割合

65㌫
以上

⑤未成年者の飲酒をなくす
　※中・高校生に対する飲酒防止教育実施校

全校

4
ストレスと上手に付き合い、こころの健
康づくりを推進する

目標値

①最近１カ月でストレスを感じた人を減
らす
　※ストレスを感じた人の割合

40㌫
以下

②こころの健康に関する講座の回数を増
やす
　※講座の回数

10回
以上

休養・こころ

たばこ3
禁煙、分煙を徹底し、
たばこによる健康被害
を少なくする

目標値

①成人の喫煙率を下げる
　※成人の喫煙者の割合

男25㌫以下
女 4㌫以下

②禁煙、分煙対策に取
　り組む施設を増やす
　※公共の場の実施割合

100㌫

歯・口腔5
高齢になっても自分の
歯で食事ができる人を
増やす

目標値

①55歳～64歳で 残 存
歯が24本以上ある人
を増やす
　※歯が24本以上の人
　　の割合

60㌫
以上

②定期的に歯石除去し
　ている人の割合を増
　やす
　※定期的に歯石除去
　　している人の割合

30㌫
以上

21
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個別検診 集団検診

日程
生活習慣病健診 ５月１日月～平成30年３月31日土 ５月23日火～12月10日日（年間25回）

※検診通知に日程表を同封しています
※広報おおの市民カレンダーに毎月掲載しますがん検診 ５月１日月～平成30年２月28日水

会場 県内指定医療機関
※前立腺がん検診は市内の指定医療機関に限る 結とぴあ（有終会館）、各公民館、文化会館など11会場

対象
年齢

生活習慣病健診 40歳以上　
※40～74歳は国保加入者に限る 生活習慣病健診 18歳以上

※40～74歳は国保加入者に限る

が
ん
検
診

肺・大腸・子宮頸がん 20歳以上
が
ん
検
診

肺・大腸・子宮頸がん 20歳以上
乳がん 40歳以上 乳がん 40歳以上
胃がん（バリウム） 40歳以上 胃がん（バリウム） 40歳以上
胃がん（カメラ） 50歳以上 胃がん（カメラ）
前立腺がん 50歳以上 前立腺がん 50歳以上

そ
の
他

肝炎 そ
の
他

肝炎 41歳（年度末年齢）

胃がんリスク検査 胃がんリスク検査 31、36、41、46、51、56、61歳
（年度末年齢）

各 検種 診 ご 内の 案
■受診券について
・30歳以上の人に送付しています。職場健診がある人はそちらを優先してください。
・29歳以下で各種検診を希望する人は受診券を送付しますので連絡してください。
・要介護認定を受けている人は、定期受診をしているため受診券を送付していません。希望する人は連絡してください。
■日程・会場と対象年齢

５月１日から各種検診が始まります。対象者には４月末に受診券を送付していますので、ぜひ利用してください。

料金 予約
受診間隔

74歳以下 75歳以上 個別検診
（各医療機関）

集団検診
（健康長寿課）

生活習慣病健診
1000円（～69歳）

無料 要予約 毎年
500円（70～74歳）

各
種
が
ん
検
診

肺がん 無料 無料

要予約

毎年
肺がん（喀痰） 　500円 無料 毎年
胃がん（バリウム） 1000円 無料 要予約（各日50人） ２年に１回
胃がん（カメラ） 2000円 2000円 ２年に１回
大腸がん 　500円 無料 毎年
子宮頸がん 1000円 無料 要予約（各日75人） ２年に１回
乳がん 1000円 無料 要予約（各日45人） ２年に１回
前立腺がん 500円 無料

そ
の
他

肝炎 該当年齢は無料

胃がんリスク検査 該当年齢は無料

■大腸がん検診を集団検診で受ける人へ
　本年度は検体（便容器）回収時に料金が発生します。昨年までとは異なりますので注意してください。キャンセ
ルする場合は、早めの容器返却に協力してください。

■集団がん検診が一部予約制となります
　定員のある集団検診は、確実に受診できるよう本年度から電話で事前予約を受け付けます。対象となるのは、
胃・乳・子宮頸がん検診です。当日受付もありますが、予約を優先します。
■検査料金、予約、受診間隔について

 問　健康長寿課（☎65・7333）

■年齢により、各種検診を無料で受けられます
　【平成29年４月２日～平成30年４月１日に次の年齢に達する人】
　▶特定健診（国保加入者のみ）：41、46、51、56、61、66、71歳　▶子宮頸がん検診：21歳　
　▶乳がん検診：41歳　▶肝炎：41歳　▶胃がんリスク検査：31、36、41、46、51、56、61歳
■胃・子宮頸がん検診は２年に１回
　本年度から、国のがん検診指針に基づき、市が実施する胃・子宮頸がん検診は２年に１回の隔年受診に変わり
ます。昨年度に胃・子宮頸がん検診を受診した人は、本年度は受けられません。
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第
31
回
九
頭
竜

　

新
緑
ま
つ
り

○
特
別
企
画

ふ
る
ま
い
大
鍋

　

旬
の
味
覚
を
使
用
し
た
鍋
を
両

　

日
約
６
０
０
食
無
料
配
布

※
午
前
11
時
15
分
頃
か
ら
の
配
布

　

を
予
定

リ
バ
ー
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
体
験

　

九
頭
竜
川
で
カ
ヌ
ー
体
験
を
実
施

※
川
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
内
容

　

を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

料
金　

５
０
０
円

ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
体
験

　

会
場
内
の
木
に
登
っ
て
会
場
全

　

体
を
見
渡
し
て
楽
し
め
ま
す

　

料
金　

１
０
０
０
円

○
一
般
企
画

新
緑
市
場

　

大
野
市
内
の
特
産
品
や
新
鮮
な

　

野
菜
な
ど
を
即
売
す
る
他
、
旬

　

の
味
覚
を
販
売
。
ま
た
、
交
流

　

市
町
の｢

里
の
幸｣

や｢

海
の
幸｣

　

も
併
せ
て
販
売

化
石
発
掘
体
験

　

化
石
が
発
見
さ
れ
た
地
層
の
岩

　

石
で
発
掘
体
験
が
楽
し
め
る

　

料
金　

中
学
生
以
下
５
０
０
円
、

　

大
人
１
０
０
０
円

ト
ロ
ッ
コ
列
車
乗
車
体
験

　

中
竜
鉱
山
で
実
際
に
使
用
さ
れ

　

て
い
た
ト
ロ
ッ
コ
の
乗
車

新
緑
ス
テ
ー
ジ

　

大
野
市
内
や
近
隣
市
か
ら
の
太

　

鼓
や
踊
り
な
ど
の
郷
土
芸
能
を

　

中
心
と
し
た
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

　

ト
を
実
施

　

初
日
は
、
午
前
10
時
か
ら
開
会

　

式
を
実
施

遊
び
の
広
場

　

縁
日
コ
ー
ナ
ー(

昔
遊
び)

、
パ

　

コ
ー
ン
教
室（
簡
易
太
鼓
を
使
っ

　

た
リ
ズ
ム
遊
び
）な
ど
を
実
施

新
緑
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

市
内
外
か
ら
出
店
者
が
集
ま
っ

　

た
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
実
施

そ
の
他

・
ダ
ム
見
学
ツ
ア
ー

・
新
緑
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会(

申
込

　

チ
ー
ム
の
み
、
土
開
催)

・
流
木
の
無
料
配
布

・
和
泉
郷
土
資
料
館
と
笛
資
料
館

　

は
入
館
無
料

月
日　

５
月
20
日
土
・
21
日
日

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所　

九
頭
竜
国
民
休
養
地

問　

九
頭
竜
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
住
民
振
興
課
内
☎
78
・
２
１
１
１
）　

越美北線に乗って新緑まつりへ越美北線に乗って新緑まつりへ越美北線に乗って新緑まつりへふれあい市民号を運行
○運行日　５月20日土・21日日
○運行時刻
　越前大野駅発　午前11時39分
　九頭竜湖駅発　午後０時42分、２時35分、
　　　　　　　　４時34分のいずれか
○対象　市民
○定員　両日とも60人 （先着）

○運賃　無料 （乗車整理券が必要）
○申込期間　５月１日月～15日月
○申込方法　建築営繕課（市役所１階11番窓口）で申
　込用紙に必要事項を記入すると、その場で乗車整
　理券を渡します。土日祝日と平日の午後５時15分
　以降は宿直室で受け付けます
問　建築営繕課 （☎64・4815）
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の
発
掘
体
験
も
可
能
。
た
だ

　

し
体
験
料
は
異
な
り
ま
す

　

貸
切
バ
ス
を
利
用
し
て「
結
の

故
郷 

化
石
発
掘
体
験
場
」や
地
層

の
あ
る
現
地
で
の
発
掘
体
験
と
合

わ
せ
て
、
和
泉
地
区
内
の
施
設
を

利
用
さ
れ
た
団
体
を
対
象
に
貸
切

バ
ス
代
金
を
支
援
す
る「
大
野
市

化
石
発
掘
体
験
等
誘
客
促
進
事

業
」を
実
施
し
ま
す
。

実
施
期
間　

化
石
発
掘
体
験
実
施

　

期
間
中 

（
４
月
29
日
土
昭
和
の

　

日
〜
10
月
１
日
日
）

補
助
金
額　

１
万
５
０
０
０
円
〜

　

４
万
円（
貸
切
バ
ス
料
金
の
範

　

囲
内
）

※
市
内
宿
泊
施
設
で
の
宿
泊
の
有

無
、
１
台
当
た
り
の
乗
車
人
数

な
ど
に
よ
り
補
助
金
額
が
変
わ

り
ま
す

補
助
要
件

・
バ
ス
１
台
当
た
り
に
小
学
生
以

　

上
が
10
人
以
上
乗
車
す
る
こ
と

・
市
が
実
施
す
る
化
石
発
掘
体
験

　

の
ほ
か
、
市
が
定
め
る
和
泉
地

　

区
内
の
施
設
を
１
カ
所
以
上
利

　

用
す
る
こ
と

・
旅
行
会
社
の
企
画
旅
行
で
は
な

　

い
こ
と

・
貸
切
バ
ス
の
経
費
に
公
費
ま
た

　

は
ほ
か
の
補
助
金
な
ど
を
受
け

　

て
い
な
い
こ
と

補
助
申
込　

旅
行
実
施
の
10
日
前

　

ま
で
に
補
助
金
交
付
申
請
書
に

　

必
要
書
類
を
添
付
し
て
和
泉
支

　

所
住
民
振
興
課
へ
提
出
す
る

問　

和
泉
支
所
住
民
振
興
課

　
（
☎
78
・
２
１
１
１
）

　

電
子
メ
ー
ル　

i-jyum
in@

　

　

city.fukui-ono.lg.jp

　

和
泉
地
区
に
は
、
化
石
を
含
む

地
層
が
広
が
り
、
貝
類
や
植
物
の

化
石
が
多
く
発
見
さ
れ
る
ほ
か
、

ア
ン
モ
ナ
イ
ト
な
ど
の
貴
重
な
化

石
も
発
見
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
九
頭
竜
国
民
休
養
地

内
で
和
泉
地
区
の
岩
石
に
よ
る
化

石
発
掘
体
験
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

期
間　

10
月
１
日
日
ま
で
の
土

　

日
祝
日
に
実
施 

（
ゴ
ー
ル
デ

　

ン
ウ
イ
ー
ク
・
夏
休
み
期
間
は

　

毎
日
実
施
）

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　

30
分 

（
最
終
受
付
午
後
４
時
）

場
所　

九
頭
竜
国
民
休
養
地
内
の

　
「
結
の
故
郷 

化
石
発
掘
体
験
場
」

体
験
料　

中
学
生
以
下
５
０
０

　

円
、
大
人
１
０
０
０
円 

（
い
ず

　

れ
も
１
回
30
分
）

そ
の
他　

小
学
３
年
生
以
下
は

　

保
護
者
の
同
伴
が
必
要（
同

　

伴
料
金
２
０
０
円
）▼
10
人
以

　

上
で
の
体
験
は
団
体
割
引
適

　

用
▼
団
体
以
外
は
事
前
申
込

　

不
要
▼
地
層
の
あ
る
現
地
で

和
泉
地
区

「
化
石
発
掘
体
験
」を

ス
タ
ー
ト
！

 

化
石
発
掘
体
験
を
行
う

 

団
体
の
貸
切
バ
ス
代
を

 

支
援
し
ま
す
！

九頭竜新緑まつり　ＪＲ越美北線時刻表

福　　井 発 ●8：40 9：08 12：50
越前花堂 発 レ 9：13 12：54
越前東郷 発 ●8：50 9：22 13：03
美　　山 発 ●9：05 9：43 13：23
牛 ヶ 原 発 レ 9：58 13：38
北 大 野 発 レ 10：01 13：41

越前大野
着 ●9：19 10：05 13：44
発 ●9：21 10：17 ●★11：39 13：46

越前田野 発 レ 10：21 ●★11：43 13：50
越前富田 発 レ 10：24 ●★11：46 13：53
下 唯 野 発 レ 10：28 ●★11：50 13：57
柿 ヶ 島 発 レ 10：30 ●★11：53 14：00
勝 原 発 レ 10：36 ●★11：59 14：06
越前下山 発 レ 10：45 ●★12：08 14：14
九頭竜湖 着 ●9：45 10：49 ●★12：12 14：19

九頭竜湖 発 10：56 ●★12：42 ★14：35 ●★16：34
越前下山 発 11：01 レ ★14：39 ●★16：38
勝 原 発 11：07 レ ★14：46 ●★16：45
柿 ヶ 島 発 11：13 レ ★14：52 ●★16：50
下 唯 野 発 11：16 レ ★14：55 ●★16：53
越前富田 発 11：20 レ ★14：59 ●★16：57
越前田野 発 11：22 レ ★15：02 ●★16：59

越前大野
着 11：26 ●★13：05 ★15：06 ●★17：03
発 11：29 ●★13：07 15：08 17：10

北 大 野 発 11：32 レ 15：11 17：13
牛 ヶ 原 発 11：35 レ 15：14 17：16
美 山 発 11：50 ●★13：27 15：30 17：31
越前東郷 発 12：09 ●★13：49 15：50 17：50
越前花堂 発 12：18 ●★13：59 15：59 17：59
福 井 着 12：22 ●★14：03 16：03 18：03

越前大野・九頭竜湖駅方面 福井方面
★　ふれあい市民号　●　臨時列車 シャトルバス時刻表

まつり会場方面

九頭竜湖駅発

9：50、10：20、

10：50、11：20、

11：40、12：20、

13：20、14：20、

 14：50

※ＪＲを利用して九頭竜湖駅まで来る人に、会場内で使用できるお買物補助券を配布します　　　※青字は越美北線と接続
※臨時列車のダイヤは都合により、一部変更になる場合があります
※臨時列車は、５月20日、21日のみ運行します

まつり会場発

10：20、11：20

11：50、12：20

13：20、14：10

14：50、15：20

15：50、16：00

九頭竜湖駅方面

化
石
発
掘
体
験
に
行
こ
う
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消費者相談アドバイザー・消費生活モニターを委嘱しました

イベント 増便運行日
５月 七間朝市山菜フードピア ５月13日土、14日日
６月 福祉ふれあいまつり ６月３日土
８月 とんちゃん祭 ８月19日土、20日日

10月
越前おおの産業と食彩フェア 10月21日土、22日日
三大朝市物産まつり 10月28日土、29日日

11月
越前大野小京都物産五番まつり 11月4日土、5日日
越前おおの新そばまつり 11月18日土、19日日

２月 結の故郷越前おおの冬物語 ２月３日土、４日日

増便する主な行事

路線 ダイヤ 変更前 変更後 内容

赤バス 第１便 大野駅発7：30 大野駅発７：35 出発時間が５分遅くなる

上記変更に伴い、「大野駅」停留所以降の発着時間も、５分遅くなります

公共交通のお知らせ

まちなか循環バス

　４月10日月からまちなか循環バス
赤バスの第１便のダイヤが右表のと
おり変更になりました。

②第１便ダイヤを変更

①イベントに合わせて増便
　まちなか循環バスは、土日祝日に
運休していた便の一部（赤バス第３
便・５便、青バス第２便・４便）をイ
ベント開催時に運行します。
　増便運行日は、右表のとおりです。
　イベントの開催の際には、ぜひま
ちなか循環バスを利用してください。

乗合タクシー ①乗降場所が増えます
路線 乗り降りできるようになる乗降場所

大矢戸・乾側線

安間整形外科医院、渡辺医院、つるおか眼科クリニック友兼・蕨生線

小山・木本堀兼線

　５月１日月から乗合タクシーのまちなか
の乗降場所が増えます。詳細は、左表のと
おりです。また、小山・木本堀兼線のダイ
ヤが一部変更になります。詳しくは、５月
に各家庭に配布する時刻表パンフレットを
見てください。

市営バス白山線

　４月20日木から11月20日月ま
で越前大野駅～鳩ヶ湯間を運行し
ている市営バス白山線のダイヤが
変更になりました。ダイヤ変更は
右表の青字の箇所です。

①ダイヤの変更

②新緑と紅葉の季節に
　増便運行します
　市営バス白山線は、新緑と紅葉の季
節の土日祝日に増便運行します。増便
は右表の青枠部分です。鳩ヶ湯や登山
に行く際には、市営バス白山線を利用
してください。

問　建築営繕課 （☎64・4815）

主な
停留所

ダイヤ変更 増便 増便 ダイヤ変更

鳩ヶ湯
行き

大野駅
行き

鳩ヶ湯
行き

大野駅
行き

鳩ヶ湯
行き

大野駅
行き

鳩ヶ湯
行き

大野駅
行き

大野駅 ８：00 ９：22 10：20 11：42 13：20 14：42 16：20 17：42

勝原駅 ８：18 ９：04 10：38 11：24 13：38 14：24 16：38 17：24

鳩ヶ湯 ８：41 ８：41 11：01 11：01 14：01 14：01 17：01 17：01

※１時間遅くなる ※30分早くなる

青枠部分を時期によって増便します。増便日は以下のとおりです。

↓ ↓

●増便運行日
５月：13日土、14日日、20日土、21日日、27日土、28日日
６月： ３日土、 ４日日、10日土、11日日
10月： ７日土、 ８日日、 ９日月体育の日、14日土、15日日、
　　　 21日土、22日日、28日土、29日日
11月： ３日金文化の日、４日土、５日日
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　市では、消費者相談アドバイザーと消費生活モニターを委嘱しました。消費者相談アドバイザーは、複雑・多
様化する消費者問題に対し消費生活相談員に法律的なアドバイスを行います。消費生活モニターは、消費生活に
関する情報の提供や行政への意見・要望の提出などを行います。

　市では、交通指導員を委嘱しました。地域住民に対して
正しい交通ルールとマナーの啓発や指導を担当してもらい
ます。任期は４月１日から平成31年３月31日までです。
〇交通指導員
穴田正一、石川直明、岡崎佐採、加藤之英、加藤正徳、
川端吉昭、木谷実、小松光男、稲郷一朗、中兼富貴栄、
中村惠子、南部和子、西田與司男、松田辰雄、松田禮子、
水谷光一、宮下保男、向川和彦、山腰とし子、山田太郎、
山本正義（敬称略、五十音順、市職員は除く）
問　市民生活課（☎64・4831）

交通指導員を委嘱しました

消費者相談アドバイザー・消費生活モニターを委嘱しました

消費者相談アドバイザー
（敬称略、任期４月１日～平成30年３月31日）
　滝本雅康、林美穂子
消費生活モニター
（敬称略、任期４月１日～平成31年３月31日）
　▶大野地区：江端修子、上田洋子　▶下庄地区：島田登茂子、田中井昇
　▶乾側地区：南部眞澄、南部新一郎▶小山地区：廣作謙治、安川邦子
　▶上庄地区：山田惠智子、桑畑武則▶富田地区：富田貴子、奥村直子
　▶阪谷地区：山腰清美、中村和子　▶和泉地区：辻克美
問　市民生活課（☎64・4831）

　市では、越美北線の利用を促進するため、乗車券を購入した人に対して助成を行っています。
助成対象　市に住民登録があり、ＪＲ越前大野駅またはＪＲ九頭竜湖駅で乗車券を購入した人（ただし、助
　成は越美北線区間のみ）
助成割合　▶団体利用（５人以上のグループ）…５割助成　▶回数券…３割助成
　　　　　▶定期券１カ月・３カ月…２割助成　　　　　  ▶定期券６カ月…１割助成
申請に必要なものと申請期間

　その他　・上記のものを持って、建築営繕課（市役所１階11番窓口）まで来てください。申請書様式は建築営
　　　　　　繕課窓口にあります（市ホームページからもダウンロードできます）

　　　　・助成金は、申請のあった翌月に口座に振り込みます
　問　建築営繕課（☎64・4815）

種　類 必要なもの 申請期間

団体利用
（５人以上）

ＪＲ越前大野駅長の証明印の
ある申請書（大野駅で発行）

・印鑑

・振込先口座の

　預金通帳

団体利用日から１年以内

回数券 回数券の表紙 回数券購入日から１年以内

定期券 有効期間終了後の定期券 定期券有効期間終了から１年以内

越美北線 乗車券購入に助成します
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キ ャ リ ン グ  ウ ォ ー タ ー  プ ロ ジ ェ ク ト

×

総 合 地 球 環 境 学 研 究 所

「水」をとおした東ティモールとの交流がはじまります

第３回 大野の水と未来を語る集い

東ティモールからの声 参加者募集！！

日時　５月14日日午後１時～３時30分
場所　学びの里「めいりん」
内容　・大野市とユニセフのパートナーシップ協定
　　　　による東ティモールへの支援
　　　・ネピア千のトイレプロジェクト
　　　・東ティモールへの視察報告
　　　・東ティモールからの声　

　　（エゴ・レモスさんと総合地球環境学研究所　
　　   教授　阿部健一さん）
対象　市民（親子向け）
定員　200人（先着）
参加料　無料
申込方法　住所、氏名、年齢を下記問い合わせ先へ
　連絡する

　水への恩返しキャリング ウォーター プロジェクトで給水施設を支援している「東ティモール」ってどん
なところ？東ティモールでどんなことをしているの？東ティモールの人はどう思っているんだろう？そんな
疑問を東ティモールからエゴ・レモスさんを迎え、話を伺います。みんなで水について考えましょう。

水のがっこう・東ティモール交流事業
　エゴ・レモスさんが市内の小学
校をまわり、水や世界の文化、平
和などの授業を行います。

エゴ・レモスさん  訪問日程 訪問先

５月15日月 有終南小学校、有終西小学校

５月16日火 上庄小学校、小山小学校

問　湧水再生対策室（☎64・4813  ＦＡＸ66・1118）　電子メール　yusui@city.fukui-ono.lg.jp

エゴ・レモスさんのプロフィール
　1972年 東ティモール生まれ。（現）東ティモール教育省アドバイザー。
　自然を壊したり汚染したりしない農業に、現代の技術や知識を取り入
れ、より良い暮らしを永久的に継続するという理念の実践者・研究者で
ある。東ティモールではエゴさんのアドバイスを受け、全小学校に農園
を設けた。エゴさんは子どもたちに農業や自然保護を教えている。
　さらには、平和や自然、持続可能な開発について世界各国で講演活動
を行う中、2006年にはその歌声とリズムが認められ、オーストラリア
でのメジャーデビューを果たし、ミュージシャンとしても活躍する。
　今回は奥さんと昨年生まれたばかりの男の子と一緒に来日する予定。
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　市では、創業または新たな事業を展開する経営者を支援する助
成事業を行っています。商工観光振興課で創業相談窓口を設置し
ていますので、気軽に相談してください。
問　商工観光振興課 （☎64・4816）

制度名 支援内容 対象経費など 補助率・限度額

元気チャレンジ
企業支援事業

ベンチャー性の高い事業、
新たな名産品、土産品、農
商工連携商品などの開発を
行う事業に対し助成

【調査研究事業、商品開発事業、
販路開拓事業】
職員研修費、印刷製本費、展示
会場借料、広告宣伝費、原材料費、
委託料など

補助対象経費の２分の１以内
限度額　100万円
女性経営者の場合は…
補助対象経費の３分の２以内
限度額　130万円

【設備等整備事業】
製造等設備経費（設備リース経費
含む）など

補助対象経費の２分の１以内
限度額　300万円
女性経営者の場合は…
補助対象経費の３分の２以内
限度額　400万円

中心市街地店舗
再生事業

中心市街地の空き地・空き
店舗への新規出店者および
既存店舗の後継者を支援

内装、外装工事、備品購入など
に係る経費

補助対象経費の２分の１以内
限度額　100万円

店舗賃借料

１年目　２分の１以内
限度額　30万円
２年目　３分の１以内
限度額　20万円

事業継承奨励金の交付 （３年間） 10万円／年

おもてなし商業
エリア創出事業

県内外からの観光客をもてな
す新しい取り組みを行う中心
市街地の店舗に対し助成

店舗の新築・改築に係る工事費、
設計費 

補助対象経費の４分の１以内
限度額　50万円

創業促進奨励金 大野市創業支援事業計画に基づいた特定創業支援事業（創業者向
けセミナー、専門家相談）を受けた創業者に対し奨励金を交付

定額20万円
★女性・若者の場合は…定額30万円

女性限定
創業支援事業 市内で創業する女性を支援 店舗の新築・改築に係る工事

費、設計費
補助対象経費の２分の１以内
限度額：100万円

中小企業資金
融資

【元気企業支援資金】
市内で新たに事業を開始する者
※金融機関に支払った利子を全額補給

融資限度額　運転500万円、
　設備1000万円、併用1000万円
返済期間　運転７年以内、設備　
　10年以内
利率　1.3㌫（平成29年４月１日
　現在）

【経営向上支援資金（経営革新・改善、異業種進出資金）】
市内で１年以上同一事業を営んでいる者で、経営革新や事業改
善計画、異業種進出の計画を策定し、当該計画に基づいて事業
を行う者
※金融機関に支払った利子のうち５年間分を補給

融資限度額　運転2000万円、
　設備2000万円、併用2000万円
返済期間　運転７年以内、設備
　10年以内
利率　 保証付1.5㌫以下（平成29
　年４月１日現在）

新しい事業を
　始める人を応援します

※青字は女性のみの支援内容です。★は女性・若者のみの支援内容です。
※「女性経営者」とは市内で事業を行う人で、市内に住民登録を有する女性および市内に本社を置く法人の女性代
　表者のことです。また、若者とは創業の日に40歳未満である人のことです。

七
間
朝
市

山
菜
フ
ー
ド
ピ
ア

　

越
前
お
お
の
の
豊
か
な
自
然
に

育
ま
れ
た
農
産
物
や
山
菜
な
ど
が

勢
ぞ
ろ
い
し
ま
す
。
山
菜
の
天
ぷ

ら
や
名
水
そ
ば
が
人
気
の
山
菜
茶

屋
が
開
設
さ
れ
、
花
苗
の
即
売
や
、

朝
市
ゆ
か
り
の
地
域
の
特
産
品
な

ど
も
販
売
。
４
０
０
年
以
上
続
く

城
下
町
の
風
情
を
感
じ
な
が
ら
、

春
の
味
覚
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
13
日
土
午
前
10
時
～

　

午
後
４
時
、
14
日
日
午
前
８
時

　

～
午
後
１
時
30
分

場
所　

七
間
通
り

問　

越
前
大
野
七
間
朝
市
振
興
協

　

議
会 

（
☎
69
・
９
５
２
０
）

　

※
平
日
の
午
前
中
の
み
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災害に強いまちをめざして

　４月８日土、平成29年市消防総合訓練が市役所および城下町南広場
を中心に行われました。
　消防団、各地区消防隊、幼年消防クラブが参加し、消防団、地区
消防隊による一斉放水、福井市消防音楽隊による演奏演技が披露さ
れました。また、近隣消防応援隊や福井県防災ヘリと連携した消防訓
練を実施し、安全で安心なまちづくりを確保するため、災害対応能力
の錬磨や市民の皆さんへの防災意識の向上を図りました。
問　消防署 （☎66・0119）

市消防総合訓練が開催される

　
「
避
難
支
援
プ
ラ
ン
」は
、
災
害

が
発
生
し
た
時
、
ま
た
は
発
生
し

そ
う
な
時
に
、
本
人
ま
た
は
家
族

の
支
援
だ
け
で
は
避
難
す
る
こ
と

が
難
し
い
人
を
対
象
に
地
域
ぐ
る

み
で
支
援
し
て
い
く
た
め
に
定
め

る
プ
ラ
ン
の
こ
と
で
す
。

　

市
で
は
、
災
害
に
よ
り
避
難
が

必
要
な
場
合
に
備
え
て
、「
避
難

支
援
プ
ラ
ン
」と
し
て
作
成
す
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す

　

こ
の
よ
う
な
事
前
対
策
は
、
支

援
を
受
け
る
人
だ
け
で
な
く
、
支

援
す
る
人
の
身
を
守
る
事
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

　

４
月
下
旬
に
、
避
難
支
援
プ
ラ

ン
の
一
斉
更
新
・
新
規
作
成
を
依

頼
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

既
に
作
成
済
み
の
人
は
記
載
内
容

の
確
認
を
、
新
規
作
成
さ
れ
る
人

は
必
要
事
項
を
記
入
し
、
自
主
防

災
組
織
ま
た
は
自
治
会
の
代
表
者

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
役
所
に
個
人
で
提
出
さ
れ
て

も
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。な
お
、

プ
ラ
ン
の
様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

①
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢

　

者
②
70
歳
以
上
で
構
成
さ
れ
る
世
帯

　

の
高
齢
者

③
要
介
護
3
以
上
の
認
定
を
受
け

　

て
い
る
要
介
護
者

④
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
、

　

療
育
手
帳
Ａ
ま
た
は
精
神
障
害

　

者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受

　

け
て
い
る
人

⑤
特
定
医
療
費（
指
定
難
病
）受
給

　

者
で
、
人
工
呼
吸
器
ま
た
は
気

　

管
切
開
を
行
っ
て
い
る
人
お
よ

　

び
重
症
認
定
患
者

⑥
そ
の
他
、
支
援
を
必
要
と
し
て

　

い
る
人（
歩
行
に
介
助
が
必
要

　

な
人
や
耳
が
聞
こ
え
づ
ら
い
な

　

ど
災
害
時
の
情
報
収
集
に
不
安

　

が
あ
る
人
、
日
中
独
居
、
妊
産

　

婦
な
ど
）

　

家
族
構
成
、
同
居
状
況
、
緊
急

連
絡
先
、
支
援
者
、
支
援
し
て
ほ

し
い
こ
と
、
普
段
い
る
部
屋
な
ど

問　

防
災
防
犯
課 （
☎
64
・
４
８
０
０
）

避難支援プランを作成しましょう

「
避
難
支
援
プ
ラ
ン
」

と
は
？

「
避
難
支
援
プ
ラ
ン
」

の
作
成
を

「
避
難
支
援
プ
ラ
ン
」

の
作
成
を
要
す
る

対
象
者

「
避
難
支
援
プ
ラ
ン
」

に
記
載
す
る
内
容
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ブックスタート（平成29年度前期）
　市では、絵本を介して、赤ちゃんと保護者が心安らぐ穏やかな時間を過ごしていただ
くことを願ってブックスタート事業を行います。

平成29年６月採用予定
勤労青少年ホーム嘱託職員を募集します

募集人員　１人
採用期間　６月１日～平成30年３月31日
勤務時間　月～金のうち３日間：午後１時～９時30分
　　　　　　　　　　　２日間：午後５時～９時30分

勤務場所　勤労青少年ホーム（下庄公民館併設）
業務内容　講座の企画実施、施設の維持管理
報酬　市嘱託職員の任用等に関する要綱の規定による
受験資格　
　・高校卒業程度の学力を有し、パソコン操作がで
　　きる人
　・市に住民登録がある人
提出書類
　・履歴書（市販の履歴書）またはこれに準じたもの
　・写真 （履歴書に貼付。６カ月以内に撮影した上

　　半身、脱帽、正面向きのもの）
　・ハローワークの紹介状
　・作文 （400字詰め原稿用紙２枚程度に「活気ある
　　まちのために私ができること」を記入。ワー
　　ドなどのＯＡ機器による作成は不可とする）
申込方法　提出書類を商工観光振興課に持参か郵送
　（郵送の場合、封筒の表に「勤労青少年ホーム嘱託
　職員受験」と朱書きし書留郵送）
申込締切　５月17日水午後５時15分まで（郵送の場
　　合、当日の消印有効）
試験概要　面接試験
　日時：５月22日月午後１時30分～
　場所：勤労青少年ホーム（下庄公民館併設）
問　商工観光振興課 （☎64・4816)
　〒912-8666　※住所は書かなくても届きます

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
を

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
が
運
営
す
る
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
活
動
を
行

う
４
人
以
上
の
団
体
を
対
象
に
、
活
動
中
の
傷
害
事
故
や
賠

償
責
任
を
負
う
事
故
に
対
し
て
補
償
を
行
う
制
度
で
す
。
年

齢
や
活
動
内
容
で
掛
け
金
と
保
険
金
額
が
異
な
り
ま
す
。

　

申
込
用
紙
は
、学
び
の
里「
め
い
り
ん
」、エ
キ
サ
イ
ト
広
場
、

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
加
入
申
込
が
で
き
ま
す
。
万
一
に

備
え
、
ス
ポ
ー
ツ
保
険
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
。

問　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
（
☎
65
・
５
５
９
２
）

加入対象者 団体活動 年間掛け金
子ども

（中学生以下）
スポーツ活動
文化活動
ボランティア活動
地域活動

800 円

上の団体活動に加え個人
活動

1450 円

大人
（高校生以上）

スポーツ活動
（指導・審判含む）

1850 円（64 歳以下）

1200 円（65 歳以上）

文化活動
ボランティア活動
地域活動

800 円

全年齢 危険度の高いスポーツ １万 1000 円
全年齢

（ＷＥＢ限定）
短期スポーツ教室

（３カ月以内）
800 円

対象者　平成27年１月１日から平成28年12月31
日までに生まれた乳幼児とその保護者

日程　５月11日～26日の毎週木金
時間　午前10時～正午
場所　図書館
持ち物　ブックスタート引換券（平成27年１月１日
から平成28年６月30日までに生まれた乳幼児の

保護者には配布済み）、母子手帳
その他　対象者には後日詳細をご案内します。平成
27年１月１日から平成27年６月30日までに生ま
れた乳幼児は、今回が最終のブックスタート事業
になります
問　図書館（☎65・5500）
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市
の
人
事
異
動
・
消
防
の
人
事
異
動

▼
企
画
総
務
部
長
・
畑
中
六
太
郎

▼
民
生
環
境
部
長（
兼
）福
祉
事
務

所
長
・
坂
井
八
千
代
▼
議
会
事
務

局
長
・
岸
田
尚
悟
▼
消
防
本
部
消

防
長
・
山
田
幸
平

▼
企
画
総
務
部
▽（
政
策
局
）結
の

故
郷
創
生
室
長
・
真
田
正
幸
▽
財

政
課
長
・
清
水
啓
司
▽
総
務
課
長

（
兼
）地
域
振
興
室
長
・
山
田
明
美

▽
防
災
防
犯
課
長
・
堂
下
昭
仁
▼

民
生
環
境
部
▽
健
康
長
寿
課
長
・

松
本
邦
章
▼
産
経
建
設
部
▽
商
工

観
光
振
興
課
長（
兼
）中
心
市
街
地

活
性
化
室
長
・
上
藤
正
純
▼
会
計

管
理
者（
兼
）会
計
課
長
・
本
多
充

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
▽
教
育
総

務
課
長
・
山
田
靖
子
▼
議
会
事
務

局
次
長
・
川
端
秀
和
▼
消
防
本
部

▽
次
長（
兼
）署
長
・
松
本
耕
治
▽

次
長
補
佐（
兼
）副
署
長（
兼
）警
防

課
長
事
務
取
扱（
兼
）消
防
訓
練
所

長
・
飯
田
裕
人
▼
福
井
県
派
遣
職

員
の
併
任
解
除
・
湯
川
直

▼
企
画
総
務
部
▽（
政
策
局
）結
の

故
郷
創
生
室
室
長
補
佐
・
五
十
川

秀
育
▽（
政
策
局
）結
の
故
郷
創
生

室
室
長
補
佐
・
澤
田
陽
彦
▽
財
政

課
課
長
補
佐
・
小
林
則
隆
▽
財
政

課
秘
書
広
報
室
長
・
小
林
勝
信
▽

総
務
課
課
長
補
佐
・
土
藏
郁
代
▽

総
務
課
課
長
補
佐
・
岡
吉
男
▽
税

務
課
課
長
補
佐
・
谷
喜
美
江
▽
税

務
課
課
長
補
佐
・
平
田
光
邦
▽
防

災
防
犯
課
課
長
補
佐
・
加
藤
洋
美

▽
国
体
推
進
課
課
長
補
佐
・
山
崎

勝
彦
▽
国
体
推
進
課
課
長
補
佐
・

松
森
浩
之
▼
民
生
環
境
部
▽
市
民

生
活
課
課
長
補
佐
・
田
中
裕
美
子

▽
市
民
生
活
課
課
長
補
佐
・
清
水

幸
恵
▽
福
祉
こ
ど
も
課
課
長
補

佐
・
山
田
徹
夫
▽
健
康
長
寿
課

課
長
補
佐
・
井
上
幸
子
▽
あ
か

ね
保
育
園
長
・
木
戸
口
玲
子
▼

産
経
建
設
部
▽
商
工
観
光
振
興

課
課
長
補
佐
・
佐
々
木
伸
治
▽

商
工
観
光
振
興
課
課
長
補
佐
・

吉
田
克
弥
▽
商
工
観
光
振
興
課 

企
業
立
地
推
進
室
長
・
砂
子
淳
一

▽
農
業
林
業
振
興
課
課
長
補
佐
・

安
田
充
▽
農
業
林
業
振
興
課
課
長

補
佐
・
清
水
宏
樹
▽
建
築
営
繕
課

課
長
補
佐
・
猪
嶋
久
枝
▼
和
泉
支

所
▽
住
民
振
興
課
課
長
補
佐
・
臼

井
五
月
▼
教
育
委
員
会
事
務
局
▽

教
育
総
務
課
課
長
補
佐
・
松
下
裕

子
▽
教
育
総
務
課
課
長
補
佐
・
安

井
妙
子
▽
教
育
総
務
課
課
長
補

佐
・
大
久
保
克
紀
▽
生
涯
学
習
課

文
化
財
保
護
室
次
長
・
石
山
志
保

▽
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室

長
・
多
田
直
人
▽
上
庄
公
民
館

長
・
帰
山
康
治
▽
富
田
公
民
館
長 

（
兼
）五
箇
公
民
館
長
・
吉
本
正
和

▽
図
書
館
指
導
司
書
・
乾
孝
子
▼

議
会
事
務
局
次
長
補
佐
・
多
田
桂

子▼
企
画
総
務
部
▽（
政
策
局
）結
の

故
郷
創
生
室
・
笹
島
友
香
里
▽
国

体
推
進
課
・
乾
力
斗
・
池
端
定
男
・

長
谷
川
裕
美
・
水
丸
喜
之
▼
民
生

環
境
部
▽
市
民
生
活
課
・
山
田
佳

奈
・
中
村
早
也
香
▽
福
祉
こ
ど
も

課
・
明
石
敬
子
▽
上
下
水
道
課
・

宇
佐
美
理
絵
・
丸
葉
正
貴
▼
産
経

建
設
部
▽
農
業
林
業
振
興
課
・
真

柄
智
恵
・
幾
山
裕
介
・
山
川
雅
希

代
▽
建
設
整
備
課
・
眞
柄
辰
伍
・

　

４
月
１
日
付
け
で
、
総
勢
１
７
９
人
の
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た（
消
防
お
よ
び
退
職
者
を

含
む
。
福
井
県
職
員
派
遣
・
派
遣
解
除
を
含
む
）。
新
採
用
は
20
人
、
退
職
者
は
９
人
で
す
。

部　

長　

級

課　

長　

級

課
長
補
佐
級

新　

採　

用
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　第403回市議会定例会が、６月５日から６月21日までの17日間開催されます。このうち本会議が開催され
るのは４日間です。本会議の開会時間は、いずれも午前10時を予定していますが、開会前の会議により遅れ
る場合があります。
　本会議はどなたでも傍聴することができますので、
気軽に来てください。
※予定のため変更になる場合があります
※傍聴を希望される人は、当日、傍聴席に入る前に
　議会事務局で受け付けが必要です。詳しくは、問
　い合わせてください
問　市議会事務局 （☎64・4830）

本会議日程（案） 審議などの内容
６月５日月  議案上程、提案理由説明

12日月  一般質問

13日火  一般質問、請願・陳情上程
21日水  各委員長報告、質疑・討論・採決

江
川
勇
飛
▽
建
築
営
繕
課
・
天
池

雄
二
郎
▼
教
育
委
員
会
事
務
局
▽

教
育
総
務
課
・
鉱
崎
加
奈
・
山
内

陽
子
▽
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
室
・
朝
日
一
成 

▼
消
防
本
部

▽
福
井
県
消
防
学
校
派
遣
・
山
本

正
太

▽
西
川
千
鶴
代（
議
会
事
務
局
長
）

▽
田
中
一
郎（
民
生
環
境
部
長
）▽

松
田
佳
生（
消
防
本
部
消
防
長
）▽

木
戸
口
正
和（
教
育
総
務
課
長
）▽

谷
口
久
和（
防
災
防
犯
課
課
長
補

佐
）▽
永
田
由
美
子（
市
民
生
活
課

課
長
補
佐
）▽
築
紫
和
美（
あ
か
ね

保
育
園
長
）▽
田
原
祐
子（
建
築
営

繕
課
課
長
補
佐
）▽
伊
東
い
ず
み

（
あ
か
ね
保
育
園
）

問　

総
務
課 

（
☎
64
・
４
８
２
０
）     

退
職
者（
３
月
31
日
付
）

平成29年度予算案や
平成28年度補正予算案などを可決

　２月27日から３月17日まで開催された第402回市議会定例会では、平成29年度一般会計予算案
171億3200万円から128万円を減額する修正案が可決され、予算総額は171億3072万円となりまし
た。その他に「大野市空き家等の適正管理に関する条例の全部を改正する条例案」や、平成28年度一般
会計補正予算案なども審議され、原案のとおり可決・同意されました。平成29年度当初予算の内容は、
４月号でお知らせしましたので、５月号では補正予算の概要などをお知らせします。

定例
市議会

平
成
28
年
度
予
算
の
補
正

　

一
般
会
計
の
歳
入
・
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
３
億

２
５
４
６
万
６
０
０
０
円
を
増
額
。
補
正
後

の
累
計
は
１
９
１
億
６
０
２
２
万
２
０
０
０

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

補
正
の
主
な
内
容
は
、
▼
移
住
定
住
支
援

業
務
の
委
託
に
２
８
５
万
５
０
０
０
円
▼
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
に
向
け
た
環
境
整

備
、
誘
致
戦
略
の
策
定
な
ど
に
１
９
４
５
万

円
▼
定
住
促
進
住
宅「
国
時
団
地
」の
設
備
改

修
、
短
期
入
居
の
た
め
の
生
活
備
品
購
入
に

４
０
７
５
万
２
０
０
０
円
な
ど
で
す
。

人
事
案
件
に
同
意

・
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
、
同
意
が
な

　

さ
れ
ま
し
た

　

監
査
委
員（
敬
称
略
）

　

砂
子
三
郎（
本
町
）

・
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　

同
意
が
な
さ
れ
ま
し
た

　

人
権
擁
護
委
員（
敬
称
略
）

　

三
足
義
光（
花
房
）

 市議会本会議を傍聴しませんか
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こどもの日
端午の節句
立夏

休館日

相　談　名 開　催　日 時　　間 会場・問い合わせ先

年金相談 25日 前10～後３：30 大野商工会議所 ☎0776・23・
4518

結婚相談・女性悩みごと相談
（レディース・トラブル・バスター） 10・17・24日 10日後6～8

ほか後1:30～3:30 結とぴあ（有終会館） ☎64・5142
（福祉こども課）

心配ごと相談 11・25日 前９～正午 結とぴあ（有終会館） ☎65・8773
（社会福祉協議会）

【その他】

施　設　名 休　館　日
学びの里「めいりん」 なし
公民館 ３・４・５日
図書館 １・３・４・５・８・15・21・22・29日
本願清水イトヨの里 １・８・９・15・22・29日
歴史博物館・民俗資料館 なし
和泉郷土資料館・笛資料館 １・８・９・15・22・29日
越前大野城

なし武家屋敷旧内山家
武家屋敷旧田村家
文化会館 １・８・15・22・29日
B&G海洋センター １・４・５・６・８・15・22・29日
エキサイト広場 10・17・24・31日
あっ宝んど ９日
うらら館 １・８・15・22・29日
平成の湯 ２・９・16・23・30日
結とぴあ（有終会館） なし

土

心のごはんの時間
　後２～２：30　図書館
心のおやつの時間
　後２：30～２：55　図書館
あそぼう百人一首
　後３～４　図書館

心のごはんの時間
　後２～２：30　図書館
心のおやつの時間
　後２：30～２：55　図書館
●七間朝市山菜フードピア

心のごはんの時間
　後２～２：30　図書館
自然あそび
　後２：30～３：30　図書館
●九頭竜新緑まつり

心のごはんの時間
　後２～２：30　図書館
心のおやつの時間
　後２：30～２：55　図書館
おはなし会
　後３～３：25　図書館
越前大野名水マラソン前日受付
　後１～６　市役所駐車場

金

●シバザクラまつり
九頭竜森といずみの纏（まと
い）
　前10～　前坂キャンプ場

5

12

19

26

食育の日

６

13

20

27

休日急患診療
（☎ 65・8999）

【診療科目】
　小 児 科  （日･祝日のみ）内科･外科

【診療時間】
　土 曜 日  後１～９（6・13・20・27日）
　日・祝日  前９～後９（3・4・5・7・14・21・28日）

【中小企業相談】（商工業に関する相談）
経営（工業） ８日 後１～４

大野商工会議所
☎66・1230

労働 10日 後１～４
金融（日本政策金融公庫・国民生活事業） 12日 前10～正午
法律 18日 後１～４
税務 22日 後１～４
司法書士相談 17日 後１～４
夜間相談 18日 後５～８
和泉地区相談会 10日 前10～後３ （会場）和泉ふれあい会館

要申込
要申込

要申込
要申込
要申込

●印の行事は別の紙面で詳しく記載しています。

消費者月間
水防月間
憲法週間 （１日～７日）
児童福祉週間 （５日～11日）　
愛鳥週間 （10日～16日）
禁煙週間 （31日～６月６日）

■
■
■
■
■
■ ※５月３日 憲法記念日、５月４日 みどりの日、

　５月５日 こどもの日にはみんなで国旗を掲げましょう

各種検診日
実施日 時  間 会　場
23日 前８：30～10：30 下庄公民館

26日 前８：30～10：30　 青少年教育センター

【生活習慣病健康診査・肺がん検診・前立腺がん検査】

実施日 時  間 会　場
23日 後１：15～２：15 下庄公民館

26日 後１：15～２：15 青少年教育センター

【乳がん（要予約）・子宮頸がん（要予約）検診】　

問合せ先：保健センター（有終会館内）
（☎65・7333）

実施日 時  間 会　場
23日 前８：30～10：30 下庄公民館

26日 前８：30～10：30　 青少年教育センター

【胃がん（要予約）・大腸がん検診】

５月３日 憲法記念日、５月４日 みどりの日、５月５日 こどもの日は、
ごみ収集とごみの祝日受け入れはありません

※大腸がん検診は、午後１：15～２：15も受付

民生委員・児童委員の日
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木

●シバザクラまつり

市民生活課窓口業務延長　
　～後８
元気づくり体操クラブ
　後1～3
　保健センター（有終会館内）

市民生活課窓口業務延長　
　～後８
元気づくり体操クラブ
　後1～3
　保健センター（有終会館内）

市民生活課窓口業務延長　
　～後８
元気づくり体操クラブ
　後1～3
　保健センター（有終会館内）

水火

健康プラスデー
　前9～後6:00
　保健センター(有終会館）

無料ストレス相談
　後1：30～4：30
　結とぴあ（有終会館）
●狂犬病予防集合注射

介護予防自主講座うららで
やろまい会（要予約）
　前9：30～11：30
　保健センター（有終会館内）

絵本の部屋
　前10～正午　図書館

月

市民生活課窓口業務延長　
　～後８
元気づくり体操クラブ
　後1～3
　保健センター（有終会館内）

市民生活課窓口業務延長　
　～後８
●狂犬病予防集合注射
元気づくり体操クラブ
　後1～3
　保健センター（有終会館内）

市民生活課窓口業務延長　
　～後８
元気づくり体操クラブ
　後1～3
　保健センター（有終会館内）

市民生活課窓口業務延長　
　～後８
元気づくり体操クラブ
　後1～3
　保健センター（有終会館内）

市民生活課窓口業務延長　
　～後８
元気づくり体操クラブ
　後1～3
　保健センター（有終会館内）

日

心のおやつの時間
　前10：30～11　図書館

マイナンバーカード臨時交付窓口
　前9：00～正午　市役所
心のおやつの時間
　前10：30～11　図書館
●狂犬病予防集合注射
●七間朝市山菜フードピア
●第14回荒島岳山開き

●九頭竜新緑まつり
市街地火災防ぎょ訓練
　午前中　市内

心のおやつの時間
　前10：30～11　図書館
普通救命講習会（要予約）
　前9～正午　消防署
越前大野名水マラソン（当日受付）
　前７～８：30　市役所駐車場
●ごみの第４日曜日受け入れ

市民カレンダー５月 皐 月
さつき

メーデー 憲法記念日

青少年育成の日
沖縄本土復帰記念日母の日

家庭の日
小満

みどりの日

世界禁煙デー

1

８

15

22

29

世界赤十字デー

2

９

16

23

30

3

10

17

24

31

人権相談・行政相談 18日 後１：30～３：30 結とぴあ（有終会館） ☎64・4820
（総務課)無料登記相談 10日 後１：30～４ 結とぴあ（有終会館）

法律相談 11・25日 後１～４ 結とぴあ（有終会館） ☎65・8773
（社会福祉協議会）

【法律関係】

要申込

各種相談日
【保健関係】

相　談　名 開　催　日 時　　間 会場・問い合わせ先
育児相談会 10・24日 前10～11 保健センター（有終会館内） ☎65・7333

（保健センター）

心の健康相談 17日 後２～３
奥越健康福祉センター ☎66・2076エイズ相談検査、B型・C型肝炎相談検査 ２・16日 前９～11

女性相談 １・11・15・18・25日 前９～後５：15
補聴器相談 15日 前10～正午 結とぴあ（有終会館） ☎64・5142

（福祉こども課）

ピアサロン いちご会（え） 10・17・24・31日 後１：30～３：30 結とぴあ（有終会館） ☎69・1600
（障害者相談支援センター）

要申込

4

11

18

25

７

14

21

28 今 月 の 納 税

軽自動車税 第１期
◆納期限  ５月31日（水）

★納税は、便利な口座振替を
ご利用ください
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